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防
災
ま
め
知
識

災
害
時
の
家
族
の
安
否
確
認

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
時
に
家
族
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
の
は
、
と
て
も
不
安
な
こ

と
で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
「
お

互
い
の
安
否
確
認
は
ど
う
す
る
の
か
」

「
勤
務
先
や
学
校
か
ら
ど
の
よ
う
に
し

て
自
宅
に
帰
る
の
か
」
な
ど
、
具
体
的

な
対
策
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▪
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１い

な

い
７
１
」

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

と
き
な
ど
、
被
災
地
へ
の
安
否
確
認
の

電
話
が
集
中
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
家

族
や
親
戚
な
ど
の
安
否
確
認
を
行
う
た

め
の
「
声
の

伝
言
板
」
の

役
割
を
果
た

し
ま
す
。

◉
利
用
方
法

◎
録
音
方
法

1
「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル

2
「
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

3
自
分
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
い
録
音

◎
再
生
方
法

1
「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル

2
「
２
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

3
安
否
情
報
な
ど
を
確
認
し
た
い
相
手

の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

※
伝
言
に
は
保
存
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
／
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

を
ご
利
用
の
場
合
、
Ｐ
Ｂ
信
号
を
出
せ
る

操
作
を
し
た
時
の
み
操
作
可
能
と
な
り

ま
す
。

◉
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
体
験
し
よ
う

◎
期
間

◦
毎
月
１
日
・
15
日
／
０
時
～
24
時

◦
正
月
三
が
日

　
（
１
月
１
日
０
時
～
１
月
３
日
24
時
）

◦
防
災
週
間

　
（
８
月
30
日
９
時
～
９
月
５
日
17
時
）

◦
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
（
１
月
15
日
９
時
～
１
月
21
日
17
時
）

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

友好都市 長野県阿南町で田原市の児童・学生が交流
友好を深めている阿南町との交流事業をご紹介します。

は、すでに来
年の交流が
待ち遠しい様
子を見せてい
ました。
◉“たっぷく”の福祉交流
　９月２日（木）、田原福祉専門
学校の学生が阿南町の福祉
施設「下瀬しあわせ村」と「お
元気サルビアの郷」で体験学
習を行いました。学生たちはグループに分かれ、高齢
者や障害者の方と昔の懐かしい歌を歌ったり、フラ
ワーアレンジメントを作成したりするなど交流しました。
いつもとは違った環境での学習は、学生生活の思い
出のひとつとして残る貴重なものとなったようです。

◉和地小学校と阿南町の小学校との交流
　６月23日（水）～25日（金）の３日間、和地小学校の４･
５年生が阿南町の大

おおしもじょう

下条小学校などを訪れ、「山の
生活」を体験しました。
　和地小学校と大下条小学校の児童は、６月３日
（木）に和地海岸で交流を行っており、約３週間ぶり
の再会となりました。「元気だった？」などと声を掛け合

いながら、児童た
ちは仲良く繭

まゆだま

玉
工作や学校探
検を行いました。
　阿南町の友だ
ちとさらにきずな
を深めた和地小
学校の児童たち

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

▲川遊びでうれしさはじけて笑顔いっぱい！

▲みんなで記念撮影（大下条小学校にて）

▲クラフト作成の補助
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